
道

家

無

--0 

し、

の

て

孜

々

は

、

往

々

に

し

て

無

の

忠

必

と

い

う

こ

と

無

の

思

組

諮
っ
て
然
る
可
き
説
を
な
し
た
人
も
、
ル
ほ
か
ら
少
く
な
い
。
け
れ
ど
も
、
無
の

忠
恕
な
る
も
の
を
以
て
自
ち
に
老
子
の
学
と
見
倣
し
、
遂
に
、
世
の
所
詔
道
家
は

最
初
か
ら
無
の
思
想
に
よ
っ
て
立
っ
た
も
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
べ
そ
れ
は
必
ず
し

も
正
確
な
涼
解
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
の
見
解
に
つ
い
て
、

一
、
以
下
、
聯
か
所
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

一一

老
子
の
学
を
以
て
直
ち
に
無
の
思
怨
に
よ
る
も
の
と
す
る
訳
に
は
い
か
ぬ
と
い

う
の
一
ば
、
先
ず
第
一
に
、
老
子
道
徳
経
に
於
け
る
無
む
字
の
用
法
一
一
の
上
か
ら
一
一
一
一
日
っ

て
で
あ
る
。
老
子
道
徳
経
に
於
け
る
無
の
字
の
用
法
を
検
討
し
て
ゆ
く
と
、
二
一
一
一

の
特
例
を
除
い
て
は
、
そ
の
殆
ん
ど
す
べ
て
が
、
単
な
る
否
定
一
の
こ
と
ば
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
以
上
に
特
別
な
意
義
を
も
つ
も
の
だ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
渡
辺
自
同
氏
が
「
中
国
に
於
け
る
無
の
思
'
磁
の
確
立
に
つ

い
て
」
と
い
う
論
文
(
諸
橋
博
士
吉
稀
視
賀
記
念
論
文
集
)
の
第
三
部
に
詳
細
に

述
べ
ら
れ
た
と
お
り
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
に
き
う
可
き
も
F

の
は
た
い
守
と
こ
ろ

が
、
道
徳
経
の
中
に
は
、
直
接
他
の
語
に
結
ぼ
れ
た
否
定
の
無
の
外
に
、
特
例
的

た
独
立
用
法
と
し
て
の
無
が
二
三
あ
る
。
そ
れ
は
、

有
無
抑
制
生
、
難
易
相
成
、
長
短
相
形
、
高
下
栢
傾
、
立
臼
務
相
和
、
前
後
相
路
、

州
第
二
章
〉

一
有
之
以
怨
ν
利
、
無
之
以
鴛
ν
用
、
(
第
十
一
一
章
)

林

qJ] 

天
下
之
物
中
一
ご
於
な
ぺ
有
生
一
一
於
無
サ
(
第
四
十
何
十
)

に
見
え
て
い
る
無
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
交
に
見
え
て
い
る
無
が
如
何
な
る
性
格

の
も
の
と
判
定
さ
れ
る
か
は
、
老
子
の
学
の
期
解
の
ト
ピ
少
か
ら
ぬ
影
響
を
も
っ

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
吟
味
の
為
の
第
一
段
階
と
し
て
、
老
子

道
徳
経
に
於
け
る
無
の
別
法
を
、
も
う
少
し
違
っ
た
角
度
か
ら
検
討
し
て
み
た
い

と
M
U
汽ノ
J

一
体
、
無
と
い
う
こ
と
ば
は
、
本
来
が
有
と
対
称
的
な
関
係
に
授
か
れ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
無
が
有
と
対
称
的
な
関
係
に
震
か
れ
る
こ
と
は
、
渡
辺

氏
も
上
の
一
一
一
文
に
就
い
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
有
無
の
対
称
は
、
一
習
に
上
の
独

立
用
法
と
し
て
の
無
に
於
け
る
特
異
な
現
象
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
に
否

定
の
こ
と
ば
と
し
て
の
無
の
字
の
性
格
の
中
に
、
本
来
的
に
有
と
対
称
さ
れ
る
立

場
合
}
約
束
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
誌
み
に
、
ム
ノ
~
を

老
子
道
線
経
の
中
か
ら
突
例
を
求
め
て
表
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

0

0

 

一
無
名
天
地
之
始
、
有
名
荷
物
之
母
、
(
第
一
章
)

Q

9

1

ド

L
U
-
-
h
T

二二、、
j

二
〔
常
無
欲
以
額
二
其
妙
↓
常
有
欲
以
観
ニ
其
徴
。
(
第
一
軍
)
「
幻
灯
一
m
y
一
ヱ
」

一一一四

取天天
皇下下
今無。有。
l' V I〆

ー 道道

。

及
二
百
無
v
身、

(
第
十
三
章
)

却
一
一
走
馬
一

我
馬
生
ニ
於
郊
↓
(
第
四

、
不
ν
足
三
以
取
一
一
天
下
ペ
(
第
九
間
十



こ
れ
等
の
文
例
は
、
そ
一
。
大
半
が
対
勾
の
形
を
と
っ
て
い
る
G

け
れ
ど
も
、
こ
れ

等
の
文
例
に
於
け
る
有
無
の
対
称
は
、
こ
の
対
何
の
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
原

因
で
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
有
無
な
る
こ
と
ば
が
、
そ
の
こ

と
ば
の
性
格
か
ら
自
然
、
と
対
句
の
形
を
と
る
の
に
便
利
な
勢
い
を
，
導
き
出
し
て
い

る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
、
叉
は
五
の
例
文
が
必
ず
し
も
対
句
と
は
一
一
一
一
口
え

へ
な
い
の
に
、
有
無
は
一
明
か
に
対
称
を
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
十
分
察
せ
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
若
し
も
無
と
い
う
ζ

と
ば
が
、
本
来
、
有
と
り
対
称
に
於
て
せ
ら
れ

る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
や
が
て
は
、
た
と
え
そ

れ
は
有
と
対
称
し
て
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
場
合
の
無
で
あ
っ
て
も
、
無
は
常
に

そ
の
蔭
に
有
の
立
場
を
控
え
て
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
即
ち
、

無
為
と
喬
お
え
ば
白
か
ら
有
為
と
い
う
立
場
に
対
し
て
の
称
で
あ
り
方
無
徳
と
言
え

ば
臼
か
ら
有
徳
と
い
う
立
場
に
対
し
て
の
称
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一一
一

今
、
老
子
道
徳
経
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
を
表
明
す
る
よ
で
最
も
多
く
使
わ
れ

て
い
る
諮
携
を
検
出
し
て
み
る
と
、
必
ず
や
無
為
と
か
、
無
名
と
か
、
無
欲
と

か
、
無
事
と
か
、
将
叉
、
無
知
と
か
知
、
物
と
か
い
っ
た
こ
と
ば
が
挙
が
っ
て
く
る

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
等
の
こ
と
ば
は
、
い
ず
れ
z

も
老
子
の
思
想
構
成
に
可
な
り
重
要

な
地
歩
を
い
約
め
て
い
る
も
の
と
見
て
間
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
き
そ
れ
で
は
何

故
に
老
子
は
、
こ
の
よ
う
に
無
と
い
う
否
定
の
こ
と
ば
か
一
後
っ
て
そ
の
忠
惣
袈
点

を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

者
定
を
現
す
こ
と
ば
と
し
て
は
、
無
の
外
に
不
が
あ
り
、
道
徳
経
に
於
て
も
勿

論
不
の
字
が
数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
が
併
し
、
こ
の
不
に
よ
る
表
現
と
い
う

も
の
は
、
多
く
は
否
定
の
断
定
の
場
合
で
あ
っ
て
、
実
に
老
子
ら
し
い
思
索
の
味

と
い
ラ
も
の
は
、
や
は
り
無
の
上
に
あ
る
。
仮
り
に
老
子
の
思
強
要
点
で
不
に
よ

っ
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
例
え
ば

付士一試
1

議
文
也
、
〕

一
般
に
は
無
に
持
き
変
え
ら
れ
て
い
る
U

ど

不
ν
魚
市
成
(
第
四
十
七
翠
〉

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
し
て
も
、

う
し
て
老
子
は
、
こ
の
よ
う
に
専
ら
無
に
よ
っ
て
そ
り
思
想
要
点
を
表
現
し
て
い

る
の
で
あ
る
う
か
。

思
う
に
、
老
子
の
思
想
構
成
上
の
論
理
の
基
本
形
態
ば
、
主
と
し
て
対
待
の
ト

に
な
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
に
於
け
る
対
待
の
思
想
は
も
一
般
に
は
陰
陽
に
よ
っ

て
代
表
せ
ら
れ
る
が
、
陰
陽
だ
け
が
対
待
に
立
つ
忠
怨
だ
と
い
う
訳
で
も
な
け
れ

ば
、
対
待
は
降
、
陽
に
侠
っ
て
始
め
て
成
立
し
た
も
の
な
の
で
も
な
い
。
昼
夜
も
男

女
も
天
地
も
対
待
の
関
係
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
陰
陽
以
前
に
主
と
し
て

対
待
を
背
負
っ
て
立
っ
た
の
は
、
間
一
系
の
思
想
で
あ
る
c

然
る
に
老
子
の
思
想
の

中
心
を
貫
く
論
理
は
、
突
に
こ
の
間
一
茶
以
外
の
伺
も
の
で
も
な
い
。

道
徳
経
に
於
け
る
剛
一
茶
の
文
字
は
、
現
に
は
、

天
下
莫
{
一
桑
一
一
弱
於
水
一
、
市
攻
一
一
怒
一
強
一
者
、
莫
ご
之
能
勝
ヴ
:
弱
之
勝
v
強
、
柔
之

勝
v
側
、
天
下
莫
v
不
v
知
、
英
二
能
行
↓
ハ
第
七
十
八
章
)

人
之
生
也
柔
弱
、
其
死
也
竪
強
、
寓
物
草
木
之
生
也
柔
脆
、
其
死
也
枯
稿
、
故

啓
一
強
者
死
之
徒
、
一
柔
弱
者
住
之
徒
↓
(
第
七
十
六
章
)

〔
柔
弱
勝
一
一
剛
一
強
寸
〕
(
第
三
十
六
章
)
〔
式
内
博
士
一
訳
、
笈
文
也
、
〕

〔
兇
v
小
日
ν
明
、
守
己
主
A

日
ν
強
口
(
第
五
十
二
章
)
〔
武
内
博
士
去
、
前
文
也
〕

専
ν
気
致
ド
柔
、
能
嬰
児
乎
、
(
第
十
章
〉

な
ど
に
見
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
等
を
通
し
て
も
明
か
な
よ
う
に
、
縦
一

柔
の
論
理
は
、
単
に
側
一
柔
の
文
字
の
上
に
展
開
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
強
弱
、
も

亦
糊
柔
と
全
く
同
じ
立
場
に
讃
か
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
定
に
広
く
之
を

他
に
求
め
る
な
ら
ば
、
附
柔
に
準
ず
る
も
の
は
、
必
ず
強
弱
の
外
に
も
な
お
あ
る

可
き
を
忠
わ
せ
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
。
誠
み
に
、
こ
の
附
柔
の
論
現
と
同
じ
よ

う
な
論
現
展
開
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
探
っ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
'
な

が
挙
っ
て
く
る
。

O

Q

O

G

 

般
之
耐
熱
ν
向
-
約
十
去
幾
何
、
善
之
胤
(
v
恋
、
相
去
何
活
、
ハ
第
二
十
章
〉

Q

Q

Q

Q

 

震
篤
二
州
戦
根
ヘ
静
翁
一
一
践
活
ぺ
(
第
二
十
三
川
中
)

u

h

)

 

知
一
之
江
(
雄
日
、
守
二
北
ハ
雌
一
、
詩
人
天
下
絡
ぺ
(
第
二
十
八
章
)

ーは)ー



Q

Q

 

荷
物
負
ν
陰
而
抱
v
問
問
、
(
第
凶
十
二
日
常
〉

O

Q

Q

O

 

聖
人
後
一
文
身
-
出
身
先
、
外
ご
其
身
目
指
身
存
、
(
第
七
き

Q

Q

Q

Q

0

0

0

 

俗
人
昭
昭
、
我
獄
窓
v
替
、
俗
人
察
紫
、
政
一
獄
問
問
、
(
第
二
十
議
〉

。

聖
人
滋
ニ
剣
山
矯
之
…
?
、
行
こ
不
法
問
之
教
¥
夫
階
弗
レ
出
、
是
以
不
ν
官
ハ
第
二
章
〉

即
ち
、
前
向
、
諮
問
‘
出
、
電
続
、
静
燥
、
強
雌
、
陰
陽
、
後
先
、
外
存
、
昭
昏
、
察

階
、
問
問
去
は
、
前
の
強
弱
と
同
じ
く
、
剛
桑
の
論
理
に
従
う
も
の
に
相
逮
な
い
と

そ
う
な
る
と
、
道
徳
経
に
於
け
る
論
理
の
展
開
は
、
殆
ん
ど
全
面
的
に
側
柔
に
よ

っ
て
い
る
と
い
う
可
き
税
の
勢
を
示
し
て
き
で
、
遂
に
は
、
彼
此
一
、
柱
誌
の
類
か

ら
、
曲
全
、
経
弟
、
倣
新
、
少
得
と
い
っ
た
よ
う
な
、
一
般
に
は
余
り
見
か
け
な

い
一
聯
の
こ
と
ば
ま
で
も
が
、
な
お
側
寒
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
く
る
u

之
を
要
す
る
に
、
老
子
道
徳
経
令
{
第
一
を
覆
う
論
理
の
展
開
一
は
、
…
に
対
待
に
よ

っ
て
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
一
た
び
こ
の
事
実

を
本
と
し
て
前
節
に
検
討
し
た
有
無
の
認
の
性
マ
格
究
明
に
臨
む
な
ら
ば
、
有
無
も

、
亦
対
待
の
関
係
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
設
然
理
解
さ
る
可
き
で
あ
る
。
若
し
こ

の
よ
う
な
理
解
が
成
立
す
る
と
な
れ
ば
、
次
に
は
、
立
文
む
上
で
は
必
ず
し
も
有

と
一
対
称
さ
れ
て
い
な
い
無
も
、
恰
も
一
附
を
伴
な
わ
な
い
一
茶
と
同
様
に
、
実
質
的
に

は
そ
れ
も
対
待
の
域
内
の
も
の
と
し
て
生
、
ぎ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ

ろ
う
。
無
の
認
に
挨
つ
道
徳
絞
り
主
張
は
、
か
く
し
て
始
め
て
理
解
さ
れ
る
。

回

無
に
よ
る
道
徳
経
の
表
現
な
り
主
張
な
り
は
、
対
符
の
思
想
の
一
環
と
し
て
始

め
て
理
解
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
が
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
は
、
或
い

は
多
少
の
疑
い
を
害
す
る
向
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
一
一
一
一
口
う
の
は
、
無
に
侠
っ

と
こ
ろ
の
老
子
の
忠
訟
は
、
国
ち
に
そ
の
道
と
す
る
と
こ
ろ
と
結
ん
で
い
て
、
無

が
道
と
結
ぶ
限
り
、
そ
の
無
は
対
待
の
関
採
り
ト
一
に
擢
ん
で
る
も
の
で
は
な
い
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
成
程
、
無
に
よ
る
主
張
な
り
表
現
な
り
は
、
時
に
対
待
む
意

識

か

ら

離

れ

て

、

道

そ

の

も

の

を

思

わ

せ

る

退

る

こ

と

が

ら

ヘ

、

寓

物

作

務

部

不

ν
僻
、
生
而
不
ν
有、

翁
何
不
ν
特
、
功
一
成
問
弗
一
ν
問
、
犬
舵
弗
ν
問
問
、
同
日
必
以
不
ν
去
、
(
第
二
章
)

恕
人
抱
二
多
一
天
下
式
二
不
一
一
白
見
戸
、
故
一
明
、
子
一
白
日
子
、
放
彰
、
不
一
一
白
伐
ペ

故
有
一
ν
功
、
不
月
一
白
衿
一
、
故
良
、
〔
夫
惟
不
ν
争
、
故
天
下
英
司
福
山
内
ν
之
争
ぺ
〕
(
第
二

十
二
京
)

住
町
一
不
ν
有
、
魚
市
不
ν
持
、
長
市
不
ν
号
、
間
述
調
一
一
玄
徳
寸
(
第
五
十
二
ど

、
期
日
一
党
(
内
向
、
強
ニ
其
一
鋭
戸
、
解
三
社
一
ハ
分
-
、
和
一
一
其
光
一
、

(
第
五
十
六
章
)

な
ど
に
…
ぶ
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
聖
人
と
か
玄
徳
と
か
玄
同
と
か
は
、

そ
れ
ぞ
れ
老
子
の
理
想
境
の
ご
表
現
と
思
わ
れ
る
の
に
、
そ
れ
に
伴
な
う
諸
表
現

は
、
仮
令
そ
れ
が
不
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
凡
て
無
に
近
接
し
た
匂
を

漂
わ
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
言
っ
て
然
る
可
、
き
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ

は
、
対
待
に
於
け
る
有
の
笠
場
は
、
決
し
て
絶
対
牲
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
明
か
に
す
る
為
の
必
要
と
絡
ん
で
、
そ
の
道
の
主
張
に
於
て
否
定
の
形

を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
γ

小
川
定
に
よ
っ
て
道
を
立
て
る
の
で
は
な

い
。
詳
言
す
れ
ば
、
有
の
す
…
場
は
無
の
す
一
場
に
寵
き
変
え
ら
れ
て
然
る
べ
き
も
の

で
は
あ
っ
て
も
、
無
が
直
ち
に
道
と
し
て
超
越
的
に
沼
臨
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
。
き
れ
ば
こ
そ
、
一
般
に
道
徳
綬
に
於
け
る
道
の
表
現
に
は
、
単

な
る
否
定
を
用
い
る
に
止
ま
ら
な
い
で
、
有
無
を
離
れ
た
第
三
的
性
格
の
こ
と

ば
、
即
ち
、
強
教
と
か
枕
惚
と
か
混
成
と
か
い
っ
た
認
を
以
て
こ
れ
に
臨
む
の
で

や
め
可
。
。
古
之
一
一
地
口
為
ν
士
者
、
微
妙
玄
通
、
深
不
ν
可
ν
議
、
〔
夫
唯
不
ν
可
ν
識
、
〕
故
強
鴛
ご
之

容
一
、
勢
分
若
一
一
冬
渉
方
山
川
‘
強
分
若
ν
田
氏
二
四
隣
下
・
:
執
能
溺
以
静
ν
之
、
徐
清
、

執
能
安
以
久
、
動
ν
之
徐
生
、

寄
付
勾
自
主
ν
旬
、
包
足
出

ズ
f

レ
伊
L
U
引でお

f
ノ
-
一
戸
山
/
主
戸
川

道
之
翁
ν
物
、
続
税
粧
惚
、

る
。
例
え
ば
、

一(3)一

日
ν
道
、
〈
第
二
十
五
章
)

続
分
惚
分
、



物
、
窃
一
令
M
A

〈
分
、
其
中
有
ν
防
相
、
北
(
続
お
…
真
、
兵
中
有
ν
一一俗、〔
r
け
ν
吉
及
ユ
ー

名
不
ν
去
、
以
間
一
一
衆
甫
寸
〕
〈
第
二
十
一
章
〉

五

老
予
選
徳
経
を
通
じ
て
展
開
し
て
い
る
論
却
の
緩
和
は
、
ま
こ
と
に
剛
一
茶
に
よ

っ
て
、
代
表
さ
れ
る
対
待
の
上
に
あ
り
、
そ
の
一
的
諮
無
な
る
も
の
も
、
既
に
そ
の

言
語
と
し
て
の
性
栴
に
於
て
有
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
亦
同

じ
く
対
待
の
域
内
に
あ
る
。
従
っ
て
、
時
に
知
県
を
以
て
恰
も
道
に
中
た
る
も
の
の

よ
う
に
響
か
せ
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
対
待
と
し
て
の
斉
定

の
面
の
強
調
が
4

溺
ら
し
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
必
ず
し
も

道
徳
経
の
各
市
を
経
接
し
て
始
め
て
符
ゐ
ら
れ
る
結
論
と
い
っ
た
種
類
の
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
間
の
大
要
は
、
端
的
に
第
一
軍
に
示
し
山
内
さ
れ
て
い
る
。
日
く
、

道
可
ν
道
、
非
-
均
一
夕
、
名
可
ν
名
、
非
ザ
一
常
名
ヘ
無
名
天
地
之
始
、
有
名
高
物

之
母
、
〔
故
常
無
欲
以
綴
ご
允
(
妙
一
戸
、
常
有
欲
以
額
二
廿
ル
ハ
微
ひ
比
一
問
者
、
間
出
市
兵
ν

名
、
開
制
約
一
一
之
主
玄
之
…
寺
山
、
衆
妙
之
内
‘
ハ
第
一
翠
)
〔
制
剛
山
内
句
、
十
五
〕

右
の
文
に
は
、
そ
の
表
現
に
於
て
極
め
て
微
妙
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
忠
わ
れ

る
。
そ
れ
は
他
で
も
な
い
、
「
此
問
者
、
向
山
市
兵
ν
名
、
同
諮
一
一
之
玄
ど
の
一
条

で
、
そ
の
問
題
は
、
マ
人
一
つ
山
川
」
の
一
字
の
上
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
て

い
る
二
つ
の
同
の
字
の
小
、
京
し
前
者
だ
け
に
つ
い
て
一
鴨
川
う
な
ら
ば
、
或
い
は

「
隅
者
い
が
ぺ
山
山
」
と
い
う
点
で
同
じ
条
件
の
下
に
あ
る
こ
と
を
示
す
、
郎
ち
、

訓
じ
て
「
オ
ナ
ジ
ク
」
と
す
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
可
龍
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
後
者
に
在
つ
て
は
、
之
を
訓
じ
て
寸
問
ジ
ク
之
ヲ
玄
ト
謂

フ
い
と
す
る
と
し
た
ら
、
誌
だ
疑
い
な
き
を
得
な
い
。
そ
れ
は
文
脈
の
上
か
ら
の

疑
い
で
も
あ
る
が
、
又
ヱ
ャ
A

一
」
と
い
う
誌
に
関
聯
し
て
の
疑
い
で
あ
る
。

と
す
問
う
の
は
、
前
に
掲
げ
た
第
五
十
六
躍
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
玄
同
と
い
う

文
字
が
あ
っ
た
。
玄
同
と
い
う
語
は
咲
子
の
中
に
も
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
少

く
と
も
対
符
の
関
係
な
構
成
す
る
両
者
に
就
い
て
言
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
然

る

拡

第

一

こ

の

間

は

、

こ

の

玄

同

を

滋

味

す

る

の

で

は

な

い

か
と
思
わ
れ
る
節
が
占
め
る
。

ヲ雪

の
ト
一
に
傑
っ
て
み
る
と
、

出、
の
線
に
於
て
見
る
も
の
に
い
。

そ
う
な
る
と
「
回
出
而
異
名
」
も
、
よ
し
ん
ば
そ
の
問
が
何
で
あ
ろ
う
と
、
突
刊

に
於
て
は
玄
間
と
結
ぶ
も
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
「
此
一
問
者
」
以
下
「
衆
妙
之
内
」

ま
で
の
一
節
は
、
両
者
な
る
も
の
が
両
者
を
超
え
た
第
三
の
立
場
(
玄
〉
同
の
許

に
展
開
す
る
こ
と
を
一
お
う
も
の
と
解
さ
れ
る
。
然
る
に
こ
の
両
者
と
は
、
之
、
を

立
文
の
仁
川
に
辿
れ
ば
、
当
然
、
常
無
欲
と
官
有
欲
、
乃
一
治
は
無
名
と
有
名
と
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
有
と
紫
と
の
二
つ
の
立
場
と
見
る
可
き
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
正

に
対
待
の
思
想
に
侯
つ
も
の
に
相
違
な
い
J

叉
、
一
市
首
の
「
道
一
円
v
道
、
非
一
一
常

道
¥
名
可
ν
名
、
非
一
一
常
名
ご
に
五
つ
て
は
、
こ
れ
は
否
定
に
よ
っ
て
真
の
道
へ

の
導
入
を
為
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の

理
解
に
本
づ
い
て
第
一
京
に
接
ら
れ
た
思
想
構
成
を
要
約
す
る
と
、

道
は
第
三
的
存
在
で
あ
っ
て
、
そ
の
道
の
展
開
に
ヨ
つ
て
は
、
有
と
無
と
に
よ

る
対
待
が
作
用
す
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
ο

怒
し
こ
の
理
解
に
し
て
大
差
な
し
と
す
る
な
ら
ば
、
第
一

に
亙
る
思
怨
要
点
を
溺
く
し
て
且
つ
最
も
一
要
領
よ

あ
る
υ

一(4)ー

く
体
系
的
に
叙
述
し
た
も
の

六

前

項

ま

で

の

論

述

に

於

て

っ

た

の

は

、

道

徳

経

に

於

け

る

独

立
別
法
と
し
て
の
有
・
奴
に
つ
い
て
の
論
議
で
は
な
く
て
、
凡
て
有
又
は
無
に
よ

っ
て
肯
定
乃
五
P

治
定
さ
れ
て
い
る
或
る
観
念
が
、
老
子
の
忠
似
体
系
上
に
点
め
る

地
位
を
有
・
無
の
誌
に
代
表
さ
せ
た
の
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
最
初
に
断
っ

た
よ
う
に
、
こ
の
外
に
一
一
三
、
老
子
道
徳
経
舟
体
で
独
史
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る

特
例
的
な
有
・
無
が
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
等
の
中
に
は
、
そ
の
文
京
の
体
裁
の

ト
い
か
ら
、
或
い
は
上
述
の
筋
と
は
迷
っ
た
組
を
以
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
と
忠
わ
れ

る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
中
の
中
ん
な
る
も
の
は
、



反
者
選
之
致
、
弱
者
滋
之
用
、
天
下
高
物
件
Y

一
於
脊
ぺ
有
伎
ニ
於
無
寸
〈
第
四

で
あ
る
。

右
の
文
の
構
成
を
見
る
と
、
「
市
内
物
生
二
於
有
乙
と
「
有
丘
一
於
無
こ
と
は
全
く

同
じ
形
を
そ
な
え
て
い
て
、
そ
の
上
、
有
は
こ
の
両
者
に
跨
っ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
場
合
に
よ
る
と
、
万
物
と
有
・
無
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

無
j
有

i
万
物

と
い
う
直
線
的
な
展
開
を
忠
わ
せ
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
‘
と
に
も
な

る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
の
仕
万
は
、
往
々
に
し
て
第
四
十
二
葉
の
、

道
生
二
、
一
・
午
一
ν
一
一
、
ニ
生
レ
ゴ
つ
一
一
一
生
二
寓
物
目
、

と
の
関
聯
に
於
て
せ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
「
有
生
二
於
無
こ
が
有
に
上

越
す
る
無
を
意
味
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
多
分
の
疑
い
が
あ
る
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

そ
の
疑
い
の
初
め
は
、
こ
の
意
の
首
文
た
る
「
反
者
道
之
動
、
弱
者
道
之
用
に

な
る
一
誌
が
、
果
し
て
如
何
な
る
意
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
と
関
係
し
て
で
あ
る
。

乙
の
中
、
弱
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
強
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
十
分
考
え

ら
れ
る
が
、
反
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
王
弼
の
設
で
は
、
高
に
対
す
る
下
、
貴
に

対
す
る
践
に
よ
っ
て
反
を
把
捉
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
反
を
強
に
対
す
る

弱
の
立
場
で
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
苔
わ
ば
漢
の
輩
仲
舟
の
所
謂
相
反

mu
反
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
若
し
反
が
栴
反
に
通
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
反
・
弱
の
意
を
受
け
る
下
文
「
有
生
-
於
無
こ
の
有
・
無

は
、
相
互
に
対
待
の
関
係
を
構
成
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
一
が
他
に
上
越
す

る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。

勿
論
、
生
と
い
う
認
は
、
老
子
の
中
で
も
、
一
が
地
の
上
に
立
つ
、
乃
一
全
は
、

戸
、
が
他
の
下
に
従
属
し
て
展
一
閃
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
も
使
わ
れ
て

い
る
。
が
然
し
、
同
じ
く
老
子
に
於
け
る
無
の
独
立
用
法
と
し
て
の
も
う
一
つ
の

交
を
兇
る
と
、
「
そ
こ
に
は
、

有
無
相
生
、
難
易
相
成
、
管
長
短
相
較
、
高
下
和
一
額
、
音
態
相
和
、
前
後
相
随
、

(
第
二
章
〉

と
あ
る
。
こ
の
文
は
、
之
を
践
に
前
に
論
弁
し
た
道
徳
経
を
貫
く
対
待
の
思
想

に
照
合
し
て
み
て
、
そ
の
難
易
惨
長
短
・
高
下
・
前
後
な
ど
の
諮
か
ら
、
向
じ
く

対
待
の
思
想
で
終
始
し
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
布
・
無
も
亦
対
待
の
関

係
を
構
成
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
相
生
と
い
う

表
現
も
、
-
亦
対
符
に
適
応
し
い
も
の
が
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
第
二
京
か
ら
感

得
さ
れ
る
有
・
無
の
性
格
は
、
決
し
て
有
が
無
か
ら
の
展
開
と
し
て
存
在
す
る
の

で
も
な
け
れ
ば
、
無
が
有
に
上
越
す
る
地
歩
を
占
め
て
い
る
と
い
う
の
で
も
な

い
。
寧
ろ
、
有
の
在
立
し
得
る
と
こ
ろ
に
は
必
ず
同
時
的
に
無
の
容
立
を
必
見
す

る
も
の
で
あ
り
、
無
の
存
立
し
得
る
と
こ
ろ
に
は
亦
必
ず
同
時
的
に
有
の
存
忠
を

想
見
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
理
解
は
、
先
の
第
四
十
京
の
、

「
反
者
選
之
動
、
弱
者
道
之
用
、
い
の
理
解
と
全
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
て
み
れ

ば
、
た
と
え
、
「
寓
物
生
二
於
有
こ
が
如
伺
な
る
感
覚
、
を
以
て
迫
ろ
う
と
も
、
「
有

士
一
於
無
こ
が
第
二
章
の
「
有
無
格
生
」
と
は
全
く
興
る
主
張
と
し
て
理
解
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
殆
ん
ど
有
り
得
可
か
ら
e

さ
る
こ
と
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

「
有
生
こ
於
無
こ
と
は
「
有
無
相
生
」
と
同
じ
忠
組
の
一
表
現
で
あ
る
と
察
せ
ら

れ
る
。

5 

七

上
来
論
述
し
た
と
こ
ろ
を
綜
合
す
る
と
、
老
子
道
徳
経
に
於
け
る
無
の
用

は
、
二
三
の
特
例
を
除
く
限
り
、
そ
の
殆
ん
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
事
物
の
単
な
る
芥
定

の
こ
と
ば
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
口
は
っ
そ
の
否
定
の
こ
と
ば
と
し
て

り
性
格
は
、
本
来
、
有
と
対
称
の
関
係
に
於
て
結
合
し
て
対
待
の
立
場
を
構
成
す
る

も
の
で
は
あ
る
が
、
別
に
無
の
思
想
と
い
っ
た
裂
の
も
の
を
樹
立
し
て
い
る
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に
事
物
の
否
定
の
こ
と
ば
と
し
て
の
無
が
そ
う
で

あ
る
ば
か
り
で
は
急
く
て
、
独
立
的
に
用
い
ら
れ
た
無
も
亦
そ
の
域
を
出
る
も
の

で
な
な
か
じ

ζ

の
よ
う
な
無
は
、
恰
も
ゆ
茶
の
思
想
と
問
じ
く
、
論
理
農
協
の
法

あ
っ
て
も
、
無
に
本
づ
く
持
殊
な
役
界
観
や
認
識
論
を



形
成
す
る
ま
で
に
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
老
子
に
於
け
る
無
の
状
況
は
、
桜
子
に
去
っ
て
も
な
お
変
る
と

こ
ろ
が
な
い
。
た
だ
荘
γ
ず
に
在
つ
て
は
、
者
子
に
も
増
し
て
対
待
以
前
の
境
地
を

主
と
す
る
が
為
に
、
既
に
老
子
に
於
て
そ
う
で
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、
現
実
の
苔

定
に
よ
っ
て
道
に
近
按
し
よ
う
と
す
る
の
に
急
で
、
そ
の
結
果
、
往
々
に
し
て
無

を
以
℃
道
と
す
る
か
の
如
き
勢
い
を
示
す
に
安
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば

浸
透
遊
に
於
け
る
無
向
有
之
郷
・
広
英
之
野
を
始
め
と
し
て
、
持
物
論
に
於
け
る
ち

自
ν
無
適
ν
有
、
以
五
千
戸
於
三
日
、
稲
況
自
ν
有
適
一
ν
有
乎
、

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
乙
れ
に
よ
っ
て
滋
ち
に
義
子
の
道
を
無
と

取
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
籾
か
問
中
計
だ
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
査
し
荘
子
の
中

に
は
、
絶
え
ず
無
の
主
張
に
数
す
る
反
宥
の
一
辺
が
見
え
て
い
る
。
無
の
主
張
に
対

す
る
反
省
は
、

mwち
，
る
定
に
対
す
る
反
省
で
あ
る
。
日
く
、

有
二
始
也
者
一
、
有
五
木
二
始
有
J

弘
知
也
者
ヘ
有
下
未
開
H

始
有
吉
一
点
〈
米
一
一
始
有
弘
知
也
者
お

有
一
有
也
者
一
、
有
一
最
也
者
ヘ
有
τ未
こ
始
有
c
無
也
者
上
、
有
玉
木
同
吋
始
有
一
一
主
人
未
一
一

始
有
予
無
也
者
ム
、
俄
間
脊
ν
然
、
市
一
未
ν
知
ニ
有
無
之
采
敦
有
、
執
無
官
ペ
(
奔
物
論
〉

叉
日
く
、

八
九
つ
我
別
己
有
ド
謂
突
、

(掛川一物論)

而
未
ν
知一一喜一所一
ν
謂
之
其
果
有
一
ν
議
乎
、

立
ハ
果
無
ν
謂
乎
一
、

こ
の
よ
う
な
反
省
の
対
象
と
な
る
否
定
と
ー
し
て
の
無
は
、
依
然
と
し
て
対
待
の

有
無
の
領
域
に
あ
り
、
桜
子
も
亦
矢
援
り
、
未
だ
決
し
て
無
を
以
て
道
と
す
る
特

定
の
忠
怨
を
樹
立
し
て
い
る
も
の
だ
と
は
な
し
難
い
。

、、』，

思
う
に
中
国
の
思
想
は
、
吉
来
、
一
般
に
場
の
変
化
の
意
識
の
許
に
展
開
し
て

い
る
と
言
う
可
き
で
、
如
何
に
伝
統
的
な
立
場
を
取
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
場
の

意
識
を
離
れ
て
ん
仔
在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
場
の
意
識
は
、
や
が
て
変

る
と
い
う
観
念
と
密
接
に
結
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
変
化
の
諸
相
に
対
す
る
説

明
の
一
つ
の
形
と
し
て
、
早
く
か
ら
対
一
符
の
論
顎
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
、
疑
い

の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

対
待
の
思
想
と
一
一
日
一
口
え
ば
、
後
世
で
は
専
お
陰
陽
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
、
陰
陽

と
一
一
訪
問
え
ば
、
一
般
に
直
ち
に
迷
信
と
の
関
聯
を
想
起
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
陰

陽
は
決
し
て
迷
信
に
発
し
た
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
対
待
の
思
想
は
陰
陽
に
侠
っ

て
始
め
て
成
立
し
た
も
の
で
も
な
い
。
誌
み
に
、
対
待
の
論
理
と
し
て
は
一
り
な
り

慈
儲
し
た
形
を
具
え
た
も
の
だ
け
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
も
、
陰
陽
む
前
に
開
柔

が
あ
り
、
間
柔
一
に
先
ん
じ
て
九
(
一
)
・
ム
ハ
ハ
一
〉
が
あ
る
。
勿
論
、
対
待
の
思
想
は

九
六
よ
り
は
側
一
一
茶
、
間
柔
よ
り
は
陸
揚
に
至
っ
て
よ
り
整
綴
し
た
に
抑
制
遂
な
い

が
、
対
待
の
若
本
的
な
論
理
形
態
は
、
実
質
的
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
と
考
え

る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
た
だ
に
対
待
を
以
て
変
化
に
関
す
る
中
国
吉
来
の

論
理
形
式
の
一
つ
と
し
て
認
め
る
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
て
、
史
に
進
ん

で
、
一
切
の
生
成
と
か
展
開
と
か
の
説
明
の
為
の
理
論
と
し
て
用
い
ら
れ
た
最
も

基
本
的
な
も
の
だ
と
観
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
で
な
く
、
次
に
は
叉
、

開
柔
や
九
六
の
外
に
も
、
な
お
そ
れ
等
と
全
く
間
接
な
論
理
搭
成
に
立
つ
も
の
が

数
多
く
寄
在
す
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
道
J

米
に
於
け
る
有

・
無
の
如
き
も
、
そ
の
独
立
用
法
と
奇
と
に
抱
ら
ず
、
本
来
は
挙
げ
て
之
を
対
待

の
論
理
の
一
つ
と
し
て
理
解
す
可
き
も
の
と
思
考
す
る
ο

若
し
道
家
の
有
・
無
が
右
一
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
無
は

決
し
て
道
を
無
に
於
て
観
念
す
る
も
の
だ
と
か
、
或
い
は
無
の
忠
怨
だ
と
か
い
っ

て
特
別
な
扱
い
を
受
く
可
き
も
の
で
は
な
い
。
無
と
い
う
思
想
の
確
立
な
ど
は
、

透
か
に
後
世
の
所
産
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
怒
し
夫
れ
、
道
家
が
そ
の
対
待
の

論
理
を
、
特
に
有
無
に
よ
っ
て
展
開
さ
せ
た
所
以
の
も
の
を
求
め
ん
と
す
る
に
手

つ
て
は
、
一
に
之
を
そ
の
現
実
忍
定
の
問
題
の
上
に
帰
し
て
考
え
る
よ
り
外
は
な

い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

終
り
に
臨
ん
で
、
老
子
道
一
徳
教
に
於
け
る
無
の
字
の
府
J

法
を
検
討
し
て
無
の
思

想
の
穣
立
に
つ
い
て
吟
味
を
加
え
ん
と
し
た
渡
辺
島
氏
の
業
績
に
対
し
て
、
重
ね

て
敬
意
を
表
す
る
ο

ハ
二
九
'
五
・
一
一
一
一
一
)

一(6)…
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